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【要約】 

よい教育とは何か。根本から徹底的に考える。「ゆとり」か「つめこみ」か、「叱る」の

か「ほめる」のか、教育の様々な理念の対立はなぜ起きるのか。教育問題を哲学問題とし

て捉えなおし現代教育の行き詰まりを根本から解消する著作である。教育学へかなり踏み

込んだ内容を盛り込んだ、教育に抗う一冊である。 

【感想】 

わたしたちがマダガスカルに絵本や教科書を届けるときに、それを哲学として捉えるとな

んだか、活動の仕方が少し揺れたような気がしました。実際に絵本や教科書を渡しても、

それをどう伝えるかによって子どもたちの可能性の幅は如何様にもなることをこの本を通

じて学びました。わたしたちがその伝える側にたつことは難しいかもしれません。です

が、教科書や絵本に子どもたちの可能性の発見につながるポイントを作り出したいと思い

ます。 

 


